






別表１－１

①工事の施工能力

評価項目
必須
選択

評価内容 評価基準 配点 得点

８５点以上 5.0

６５点以上８５点未満 (a-65)×0.25

６５点未満（マイナス評価とする） (a-65)×0.5

実績なし 0

受注実績が無い 2.0

受注件数が1件ある 1.5

受注件数が2件ある 1.0

受注件数が3件ある 0.5

受注件数が4件以上ある 0

実績なし 0

上記以外の資格 0

実績なし 0

上記以外の資格を有する 0

指名停止なし 2.0

指名停止あり 0

②地域貢献度

本社（店）が指定した行政区内に存在する 2.0

本社（店）が指定した行政区内に存在しない 0

災害時活動の実績がある 1.0

実績がない 0

夜間等緊急配水管修繕業者に登録がある 1.0

登録がない 0

実績あり 1.0

実績なし 0

新潟市消防団協力事業所表示証が交付され
ている

1.0

該当しない 0

／２

必須
新潟市消防団協力事
業所表示証の交付が
ある

災害時等
活動実績

／４

／１

地域内
拠点

必須 事業所（本社）の存否 ／２

必須

過去15ヶ年度におけ
る新潟市水道局に関
わる災害時活動の実
績がある。

1.0

指名停止

必須

前年度における新潟
市水道局施設の緊急
対応又は配水管等修
繕実績がある。

配置予定
技能者の
能力

選択
作業従事技能者の有
する資格

新潟市水道局の夜間
等緊急配水管修繕業
者に登録している。

必須

日本水道協会が主催する配水管工技能講習
会を修了している者、又は、同等以上の資格
を有する者

過去2ヵ年度に指名停
止をうけた

配置予定
技術者の
能力

必須

主任（監理）技術者の
有する資格

工事を施工しうる国家資格を有する者（１級又
は２級の国家資格）、又は、技術士の資格を
有する者

必須

1.0

／２
過去15ヶ年度の同種･
類似工事の施工実績
(案件ごとに具体的に
定める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の元請
施工実績がある。

1.0

上記以外の発注工事の元請施工実績があ
る。

0.5

同種･類
似工事の
施工実績

必須

過去15ヶ年度の同種･
類似工事の施工実績
(案件ごとに具体的に
定める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の元請
施工実績がある。

1.0

／１上記以外の発注工事の元請施工実績があ
る。

0.5

総合評価（特別簡易ⅰ型）評価項目及び評価基準

工事成績 必須

新潟市水道局におけ
る平成１７年度（新潟
市合併）以降集計済
み工事成績の指定す
る工(業)種のうち最新
３工事分の平均点ａ
(小数点以下第3位四
捨五入2位止)

／５

総合評価
方式受注
件数　（減
点方式）

必須
総合評価方式特別簡
易ⅰ型における当該
年度の受注件数

／２

【技術評価点の最高２０点】



③客観的な優良性

認証なし 0

ＩＳＯ等の
認証

選択 認証取得の有無

ISO9001、環境認証制度（ISO14001又はエコ
アクション21）の認証を受けている

1.0
／１



別表１－２

評価
項目

必須
選択

評価内容 評価基準 配点 得点

８５点以上 5.0

６５点以上８５点未満 (a-65)×0.25

６５点未満（マイナス評価とする） (a-65)×0.5

実績なし 0

受注実績が無い 2.0

受注件数が1件ある 1.5

受注件数が2件ある 1.0

受注件数が3件ある 0.5

受注件数が4件以上ある 0

実績なし 0

上記以外の資格 0

実績なし 0

上記以外の資格を有する 0

指名停止なし 2.0

指名停止あり 0

本社（店）が新潟市内に存在する 2.0

本社（店）が新潟市内に存在しない 0

災害時活動の実績がある 1.0

実績がない 0

夜間等緊急配水管修繕業者に登録がある 1.0

登録がない 0

実績あり 1.0

実績なし 0

新潟市消防団協力事業所表示証が交付され
ている

1.0

該当しない 0

認証なし 0

／２

必須
新潟市消防団協力事業所表
示証の交付がある

災害時
等

活動実
績

／４

ＩＳＯ等の
認証

選択 認証取得の有無

ISO9001、環境認証制度（ISO14001又はエコ
アクション21）の認証を受けている

1.0
／１

／１

地域内
拠点

必須 事業所（本社）の存否 ／２

必須
過去15ヶ年度における新潟市
水道局に関わる災害時活動の
実績がある。

1.0

指名停
止

必須
前年度における新潟市水道局
施設の緊急対応又は配水管
等修繕実績がある。

配置予
定
技能者の
能力

選択
作業従事技能者の有する資
格

新潟市水道局の夜間等緊急
配水管修繕業者に登録してい
る。

必須

②地域貢献度

日本水道協会が主催する配水管工技能講習
会を修了している者、又は、同等以上の資格
を有する者

過去2ヵ年度に指名停止をうけ
た

配置予
定
技術者の
能力

必須

主任（監理）技術者の有する
資格

工事を施工しうる国家資格を有する者（１級又
は２級の国家資格）、又は、技術士の資格を
有する者

必須

1.0

／２

過去15ヶ年度の同種･類似工
事の施工実績
(案件ごとに具体的に定める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の元請施
工実績がある。

1.0

上記以外の発注工事の元請施工実績があ
る。

0.5

総合評価方式特別簡易ⅱ型
における当該年度の受注件数

／２

同種･類
似工事の
施工実
績

必須
過去15ヶ年度の同種･類似工
事の施工実績
(案件ごとに具体的に定める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の元請施
工実績がある。

1.0

／１上記以外の発注工事の元請施工実績があ
る。

0.5

③客観的な優良性

①工事の施工能力 【技術評価点の最高２０点】

総合評価（特別簡易ⅱ型）評価項目及び評価基準

工事成
績

必須

新潟市水道局における平成１
７年度（新潟市合併）以降集計
済み工事成績の指定する工
(業)種のうち最新３工事分の平
均点ａ(小数点以下第3位四捨
五入2位止)

／５

総合評
価方式
受注件
数　（減
点方式）

必須



別表２－１

評価
項目

必須
選択

評価内容 評価基準 配点 得点

特に優れた効果がある。 4.5

一般的又は期待した効果がある。 2.0

ある程度理解している。 0.3

強くも弱くもない一般的な意欲である。 0.3

８５点以上 5.0

６５点以上８５点未満 (a-65)×0.25

６５点未満（マイナス評価とする） (a-65)×0.5

実績なし 0

受注実績が無い 2.0

受注件数が1件ある 1.5

受注件数が2件ある 1.0

受注件数が3件ある 0.5

受注件数が4件以上ある 0

実績なし 0

上記以外の資格 0

実績なし 0

上記以外の資格を有する。 0

指名停止なし 2.0

指名停止あり 0

指名停
止

必須
過去2ヵ年度に指名停止
をうけた

／２

総合評価（簡易ⅰ型）評価項目及び評価基準

簡易な
施工計
画

必須

解決策の効果

／６

ほとんど効果がないか又は記述量が非常
に少ない。

0

課題の理解度

課題を工事内容や現場条件等も合わせて
考えて的確に理解している。

0.5

ほとんど理解していないか又は記述量が非
常に少ない。

0

課題解決に対する意欲

現場をよく調査した内容であり、強い意欲
を感じる。

0.5

ほとんど意欲を感じないか又は記述量が非
常に少ない。

0

独自性

効果が期待できるもので、しかも他社にな
い独自の工夫や発想の転換がある。

0.5

他社にない独自の工夫とまではいえない
が、自社あるいは自分の知識や経験に基
づいて工夫している。

0.3

ほとんど工夫が見られないか又は記述量
が非常に少ない。

0

工事成
績

必須

新潟市水道局における
平成１７年度（新潟市合
併）以降集計済み工事成
績の指定する工(業)種の
うち最新３工事分の平均
点ａ(小数点以下第3位四
捨五入2位止)

／５

総合評
価方式
受注件
数
（減点
方式）

必須
総合評価方式簡易ⅰ型
における当該年度の受
注件数

／２

同種･
類似工
事の施
工実績

必須

過去15ヶ年度の同種･類
似工事の施工実績
(案件ごとに具体的に定
める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の元
請施工実績がある。

1.0

／１上記以外の発注工事の元請施工実績があ
る。

0.5

1.0

／２
過去15ヶ年度の同種･類
似工事の施工実績
(案件ごとに具体的に定
める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の元
請施工実績がある。

1.0

上記以外の発注工事の元請施工実績があ
る。

0.5

配置予
定
技能者
の能力

選択
作業従事技能者の有す
る資格

日本水道協会が主催する配水管工技能講
習会を修了している者。又は、同等以上の
資格を有する者。

1.0

配置予
定
技術者
の能力

必須

主任（監理）技術者の有
する資格

工事を施工しうる国家資格を有する者（１級
又は２級の国家資格）又は技術士の資格を
有する者。

／１

①工事の施工能力 【技術評価点の最高２５点】



②地域貢献度

事業所（本社）が新潟市内に存在する。 2.0

事業所（本社）が新潟市内に存在しない。 0

③客観的な優良性

認証なし。 0

地域内
拠点

選択 事業所（本社）の存否 ／２

災害時
等
活動実
績

選択

過去15ヶ年度における新
潟市水道局に関わる災
害時活動の実績がある。
又は、新潟市水道局の
夜間等緊急配水管修繕
業者に登録している。

災害時活動の実績がある。又は、夜間等
緊急配水管修繕業者に登録がある。

2.0

0

選択

前年度における新潟市
水道局施設の緊急対応
又は配水管等修繕実績
がある。

実績あり 1.0

／１

実績なし 0

ＩＳＯ等
の
認証

選択 認証取得の有無

ISO9001、環境認証制度（ISO14001又はエ
コアクション21）の認証を受けている。

1.0
／１

／２

実績及び登録がない。



別表２－２

①工事の施工能力 【技術評価点の最高２１点】

評価項目 必須選択 評価内容 評価基準 配点 得点

特に優れた効果がある。 4.5

一般的又は期待した効果がある。 2.0

ある程度理解している。 0.3

強くも弱くもない一般的な意欲である。 0.3

８５点以上 5.0

６５点以上８５点未満 (a-65)×0.25

６５点未満（マイナス評価とする） (a-65)×0.5

実績なし 0

受注実績が無い 2.0

受注件数が1件ある 1.5

受注件数が2件ある 1.0

受注件数が3件ある 0.5

受注件数が4件以上ある 0

実績なし 0

上記以外の資格 0

実績なし 0

指名停止なし 2.0
指名停止あり 0

／２

0.5

配置予定
技術者の
能力

必須

主任（監理）技術者の有
する資格

工事を施工しうる国家資格を有する者のう
ち、１級の国家資格者を有する者又は技術
士の資格を有する者。

1.0

指名停止 必須
過去2ヵ年度に指名停
止をうけた

／２

過去15ヶ年度の同種･
類似工事の施工実績
(案件ごとに具体的に定める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の元請
施工実績がある。

1.0

上記以外の発注工事の元請施工実績があ
る。

同種･類似
工事の施
工実績

必須
過去15ヶ年度の同種･
類似工事の施工実績
(案件ごとに具体的に定める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の元請
施工実績がある。

1.0

／１上記以外の発注工事の元請施工実績があ
る。

0.5

工事成績 必須

新潟市水道局における平
成１７年度（新潟市合併）
以降集計済み工事成績の
指定する工(業)種のうち最
新３工事分の平均点ａ(小
数点以下第3位四捨五入2
位止)

／５

総合評価
方式受注
件数　（減
点方式）

必須
総合評価方式簡易ⅱ
型における当該年度の
受注件数

／２

独自性

効果が期待できるもので、しかも他社にな
い独自の工夫や発想の転換がある。

0.5

他社にない独自の工夫とまではいえないが、自
社あるいは自分の知識や経験に基づいて工夫
している。

0.3

ほとんど工夫が見られないか又は記述量が非常
に少ない。

0

ほとんど理解していないか又は記述量が非
常に少ない。

0

課題解決に対する意欲

現場をよく調査した内容であり、強い意欲を
感じる。

0.5

ほとんど意欲を感じないか又は記述量が非
常に少ない。

0

総合評価（簡易ⅱ型）評価項目及び評価基準

簡易な
施工計画

必須

解決策の効果

／６

ほとんど効果がないか又は記述量が非常
に少ない。

0

課題の理解度

課題を工事内容や現場条件等も合わせて
考えて的確に理解している。

0.5



②地域貢献度

事業所（本社）が新潟市内に存在する。 2.0

事業所（本社）が新潟市内に存在しない。 0

③客観的な優良性

認証なし。 0

／１

地域内
拠点

選択 事業所（本社）の存否 ／２

ＩＳＯ等の
認証

選択 認証取得の有無
ISO9001、環境認証制度（ISO14001又はエコア
クション21）の認証を受けている。

1.0



別表3

①技術提案 【技術評価点の最高３０点】

評価項目 必須選択 評価内容 評価基準 配点 得点

・提案数値による定量評価

・提案内容による定性評価

　（優／良／可の判定等）

・提案数値による定量評価

・提案内容による定性評価

　（優／良／可の判定等）

・提案数値による定量評価

・提案内容による定性評価

　（優／良／可の判定等）

　・与条件との整合性

　・技術的裏付け　等

総合評価（標準型）評価項目及び評価基準

総合的な
コスト縮減
に関する
技術提案

選択

ライフサイクルコスト及
びその他コストに関する
技術提案内容について

0～10

／10

▼ライフサイクルコストに関する具体的な評価項目例

　・構造物の維持管理費　　　・非常用自家用発電機の燃料消費率

　・変圧器の変換損失率　　　・建築物の保全費用　等

▼その他コストに関する具体的な評価項目例

　・補償費の生じる期間の短縮日数　　　・補償費の支出額　等

社会的要
請への対
応に関す
る技術提
案

選択

社会的要請への対応に
関する技術提案内容に
ついて

0～10

▼環境の維持に関する具体的な評価項目例

　・施工騒音の低減値　　　・工事排水のSS値（浮遊物質）　等

▼交通の確保に関する具体的な評価項目例

　・交通規制（通行止め、車線規制等）の短縮日数　等

▼特別な安全対策に関する具体的な評価項目例

　・工事中における歩行者通路幅　等

▼資源対策又はリサイクル対策に関する具体的な評価項目例

　・自ら利用率　　　・間伐材、伐開除根材のリサイクル率

　・分別解体、現場内集積の対象項目、重量　等

工事目的
物の性能・
機能の向
上に関す
る技術提
案

選択

工事目的物の性能・機
能の向上に関する技術
提案内容について

0～10

▼性能・機能に関する具体的な評価項目例

　・舗装構造提案による走行騒音値　　　・単位時間あたりのポンプ排水量

　・建築物の断熱性能　等

技術提案
に係る具
体的な施
工計画

必須

施工計画が現地の環境条件（地形、地
質、環境、地域特性等）を踏まえて適切
であり、優位な工夫が見られる。

0～6 ／６

技術提案の実現性、有
効性を確認するための
施工計画の適切性

施工計画が現地の環境条件を踏まえて
おり適切である。

不適切ではないが、一般的な事項のみ
の記載となっている。

※技術提案の評価項目については、３項目のうち１項目を必須とし、案件ごとに具体的な評価項目を定める。

※各評価項目（技術提案及び施工計画）に係る評価基準及び配点については、案件ごとに具体的に定める。

▼《評価項目：交通規制の短縮日数とした場合》提案数値による定量評価の具体事例

例：最大の提案者に10点を付与し、最小の提案者を0点として、その間の数値の提案者には提案値に応じ
て按分した点数を付与

▼《評価項目：施工騒音の低減値とした場合》提案内容に対する定性評価の具体事例

例：提案のあった低減対策の有効性を比較検討し、「優10点／良6点／可2点」と判定



②工事の施工能力

評価項目 必須選択 評価内容 評価基準 配点 得点

８５点以上 5.0

６５点以上８５点未満 (a-65)×0.25

６５点未満（マイナス評価とする） (a-65)×0.5

実績なし 0

実績なし 0

上記以外の資格 0

実績なし 0

③地域貢献度

事業所（本社）が新潟市内に存在する。 2.0

事業所（本社）が新潟市内に存在しない。 0

④客観的な優良性

ISO9001の認証を受けている。 1.0

認証なし 0

環境認証制度（ISO14001又はエコアク
ション21）の認証を受けている。

1.0

認証なし 0

工事成績 必須

新潟市水道局における平
成１７年度（新潟市合併）
以降集計済み工事成績の
指定する工(業)種のうち最
新３工事分の平均点ａ(小
数点以下第3位四捨五入2
位止)

／５

同種･類似
工事の施
工実績

必須
過去15ヶ年度の同種･
類似工事の施工実績
(案件ごとに具体的に定める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の
元請施工実績がある。

1.0

／１上記以外の発注工事の元請施工実績
がある。

0.5

配置予定
技術者の
能力

必須

主任（監理）技術者の有
する資格

工事を施工しうる国家資格を有する者
のうち、１級の国家資格者を有する者又
は技術士の資格を有する者。

0.5

／１

過去15ヶ年度の同種･
類似工事の施工実績
(案件ごとに具体的に定める)

国、県、政令市、新潟市の発注工事の
元請施工実績がある。

0.5

上記以外の発注工事の元請施工実績
がある。

0.25

地域内
拠点

選択 事業所（本社）の存否 ／２

災害時等
活動実績

選択

過去15ヶ年度における新
潟市水道局に関わる災害
時活動の実績がある。又
は、新潟市水道局の夜間
等緊急配水管修繕業者に
登録している。

災害時活動の実績がある。又は、夜間
等緊急配水管修繕業者に登録がある。

2.0

／２

実績及び登録がない。 0

選択

前年度における新潟市
水道局施設の緊急対応
又は配水管等修繕実績
がある。

実績あり 1.0

／１

実績なし 0

ＩＳＯ等の
認証

選択 認証取得の有無 ／２


